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サステナビリティ情報
冊子とウェブサイト、それぞれの媒
体特性を活かして、中外製薬の取り
組みを報告しています。ウェブサイ
トでは冊子の情報に加えて、より詳
細な情報を掲載していますので、ぜ
ひご参照ください。

https://www.chugai-
pharm.co.jp/
sustainability/

表紙について
「一人ひとりの患者さん」を中心に
イノベーションを果たすという、中
外製薬の価値創造の姿を表現した
もので、「がんではない。ひとりを
見つめるのだ。」というコンセプト
の企業広告とも連動したものと
なっています。

「スペシャルサイト」
https://www.chugai-
pharm.co.jp/brand/

付録動画：
「人々の暮らしを救え！
医療くんの大冒険」
～みんなが楽しく分かる、 
個別化医療の高度化～
個別化医療とは、一人ひとりの患
者さんに最適な医療を提供する
ことで、中外製薬の進める、患者
さんや社会との共有価値創造に
向けた取り組みの一つです。本冊
子の付録として、個別化医療とそ
の高度化についての動画を作成
しました。幅広いステークホル
ダーの方にご理解いただけるス
トーリーとしていますので、ぜひ
ご視聴ください。

https://www.chugai-
pharm.co.jp/ir/ar2019/
movie.html
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革新的な医薬品とサービスの提供を通じて
新しい価値を創造し、世界の医療と人々の健康に貢献します

ロシュとの協働のもと、
独自のサイエンス力と技術力を核として、
患者中心の高度で持続可能な医療を実現する、
ヘルスケア産業のトップイノベーターとなります

■存在意義 Mission

1.  患者中心/Patient Centric
患者さん一人ひとりの健康と幸せを最優先に考えます

2.  フロンティア精神/Pioneering Spirit
自らを磨き、新たな発想で、イノベーションを追求します

3. 誠実/Integrity
常に誠実な行動で、社会の期待に応えます

■価値観 Core Values

■目指す姿 Envisioned Future

ミッションステートメント

中外製薬は、ミッションステートメント（=企業理念）を掲げ、すべての企業活動の根幹としています。
この中で、「存在意義」（Mission）は、中外製薬の不変の最重要概念で、関東大震災後の薬不足を憂い
た創業者が「世の中の役に立つ薬をつくる」と誓った「創業の精神」を受け継いでいます。「価値観」
（Core Values）は、社員が共有し体現していく価値。フロンティア精神を持ち、イノベーションの追求
を続けながら、社会の期待や要請に応えるべく常に誠実であること。それによって、一人ひとりの患者
さんに貢献していくことを明示しています。「目指す姿」（Envisioned Future）では、今後の医療を取り
巻く環境変化を踏まえ、「製薬ビジネス」の枠組みを超えて、ヘルスケア産業の「トップイノベーター」を
目指すことを掲げています。こうした「共有価値の創造」を通じたミッションステートメントの実現こそ、
中外製薬の価値創造の姿であると考えています。
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数字で見る中外製薬（2019年）

中外製薬独自の強み
　中外製薬は、定量的で比較可能な情報・データのもと、患者さんへの価値や競合優位
性の観点で評価分析を行い、独自の価値の源泉として「5つの強み」を特定しています。
　5つのうちベースにあるのが、世界的に評価されている創薬技術や深い病態理解に
よる「独自のサイエンス力と技術力」と、世界有数の製薬会社である「ロシュとの戦略的
アライアンス」です。これらによって構築した独自のビジネスモデルのもと、「革新的医
薬品の継続提供」により各領域でのNo.1プレゼンスを誇るとともに、パイオニアとして
「次世代個別化医療」を牽引しています。さらに、高い専門性ときめ細かな情報提供な
どを背景に、「患者中心の高度なソリューション提供」が高く評価されています。

中外製薬について～メッセージ

2323件
新製品発売・適応拡大数
（2015-2019年）

8回
Breakthrough Therapy（画期的治療薬）＊2指定
（2020年1月31日現在の累計）

4949プロジェクト
パイプラインプロジェクト数
（2020年1月31日現在）

ロシュとのアライアンスに
立脚した価値創造モデル

独自の
サイエンス力と技術力

ロシュとの
戦略的アライアンス

革新的医薬品の
継続提供

次世代個別化医療の
牽引

患者中心の高度な
ソリューション提供

研究 開発・製薬

9090本＊1

研究実績に関する論文・学会発表数
（2019年）

4,9764,976件
特許保有件数（出願中を含む）
（2019年12月31日現在）

14品目
開発パイプラインにおける自社創製品数
（2020年1月31日現在）

02 中外製薬株式会社



6.66.6兆円 （国内製薬No.1No.1）＊6
時価総額
（2020年2月末時点）

＊1  創薬・製薬関連の合計
＊2  重篤または致命的な疾患や症状を治療する薬の開発および審査を促進することを目的に、2012年7月に米国食品医薬品局（FDA）にて導入された制度
＊3  Copyright © 2020 IQVIA.　出典：医薬品市場統計 2019年12月MATをもとに作成　無断転載禁止　市場の範囲は中外製薬定義による
＊4  インテージヘルスケア「オンコロジー領域CS調査2019」当社定義による医師を対象とした企業総合評価に関する調査結果に基づく
＊5  インテージヘルスケア「2019安全性情報ニーズ把握のためのアンケート調査」
＊6  医薬品関連企業決算データ：中外製薬：2019年12月期、同業他社：2019年12月期および2019年3月期

注： 「医薬品関連企業」とは、医療用医薬品の国内製薬企業、売上上位10社を対象範囲としています
     （武田薬品工業、大塚ホールディングス、アステラス製薬、第一三共、中外製薬、エーザイ、大日本住友製薬、田辺三菱製薬、塩野義製薬、協和キリン）

6,8626,862億円 （国内NoNo.5）＊6
売上収益
（2019年）

30.730.7% （国内NoNo.2）＊6
営業利益率（IFRS）
（2019年）

6969%
新薬創出加算品目の売上構成比率
（2019年）

国内NoNo.1
抗体医薬品国内売上シェア（23.9%）＊3
（2019年）

国内NoNo.1
医療関係者からの満足度評価（がん領域、100床以上）＊4、
安全性情報提供の充実度評価＊5（100床以上）
（2019年）

患者さんアクセス 財務面
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